
共栄小学校 算数科の授業改善 

わかった、できたという喜びのある算数授業 
～筋道立てて考えたり、自分の考えを表現したりする力を育成するための指導の在り方～ 

共栄小学校 上條 和佳子 

１ 授業改善の視点 

 仲間と共に学び合うための表現方法を

身につけさせる指導の工夫 

 

２ 具体的な実践 

（１）使わせたい表現を明確にした単元指導計

画の作成 

 毎時間の学習で使わせたい表現を明確にし、

単元指導計画（資料①）の中に位置づけること

で、教師が使わせたい表現を意図的に用いるこ

とにつながる。適切な表現方法や正しい用語を

使って話すことのよさを実感させることで、筋

道を立てて考えられるようになると考え、実践

を行った。 

＜３年生「小数」の実践より＞ 

本単元では、「0.1 のいくつ分」や「0.1

をもとにして考える」が考えの足場とな

る。第７時（小数の加法）では、次のよう

な児童の様子が見られた。 

リットルますの図を指し示しながら、根拠

を明確にして計算の仕方を説明すること

ができた。 

「１めもりは 0.1Ｌだから、ここが（３め

もりを指差し）0.3Ｌです。0.5Ｌを加える

から、ここから５めもり増やすと、0.8Ｌ

になります。だから、0.3＋0.5＝0.8 答

えは 0.8Ｌです。」 

「0.1のいくつ分」という根拠を明確にし

て、計算の仕方を説明することができた。 

「0.3は 0.1の３こ分です。0.5は 0.1の

５こ分です。0.1のいくつ分か考えると、

３＋５＝８ 0.1の８こ分です。だから、

0.3＋0.5＝0.8 答えは 0.8Ｌです。」 

 

（２）ねらいを明確にしたペア交流 

ペアでの交流活動のねらいを焦点化し、効果

的に位置づけることで、活動に必然性が生まれ、

つけたい力の定着につながると考えた。そこで、

聞き手と話し手、それぞれの視点を明確にして

実践を行った。 

＜３年生「小数」の実践より＞ 

個人追究後のペア交流 

話し手：自分の考えを明確にする。 

    わからないことを表出する。 

聞き手：自分の考えとの共通点や違いに気 

付く。 

全体交流後のペア交流 

話し手：根拠を明確にして正しく表現する 

聞き手：根拠を明確にして正しく表現して

いるか確かめる。 

互いの考え方に共通していることは何か

気づき、一人一人が自分の言葉で学習のま

とめをすることができた。 

「どの考え方も 0.1 をもとにして考えて

いる。」 

「0.1 をもとにして考えると、小数のたし

算も整数のたし算と同じように、位をそろ

えて計算することができる。」 

 

３ 実践を振り返って考えられること 

 使わせたい表現を単元指導計画に位置づけ

ることで、仲間と共に学び合う児童の姿をより

具体的に捉えることができた。また、交流活動

において、話し手と聞き手の視点を明確にし、

ねらいを焦点化することで、自分の考えと比べ

ながら聞く力が育ってきた。 

しかし、仲間の意見をしっかりと理解しない

まま安易に「わかりました」等の返事をする、



記述内容を声に出して読んでいるだけという

児童の姿も見られる。仲間と学び合うための表

現力を全員に身につけさせるために、今後は、

算数的表現力を「算数の内容に関わる表現」と

「学び方に関わる表現」とに分けて捉え、研究

を進めていきたい。そして、表現力の高まりが

思考力の高まりを育む授業を目指していきた

い。 

 

資料① 

使わせたい表現を明確にした単元指導計画 

 

＜３年生「小数」＞ 


